稗田のトチ

静かな稗田集落の道路沿いにあるトチ（Aesculus turbinata）の巨木は、浄土真宗の寺院であり、現在は道の反対側でより高い場所に位置する浄楽寺の跡地である。この木の根元には、浄土真宗の宗派を統一し、日本で最も影響力のある仏教宗派の一つに発展させた蓮如（1415-1499）が休んでいたという伝説がある。蓮如をはじめとする浄土真宗の名士たちにまつわる物語は、中世以来、浄土真宗が宗教生活で大きな役割を果たしてきた白川郷とその周辺地域ではよく見られる。
 
稗田のトチは、精神的な意味だけでなく、歴史的に重要な食料源でもあった。白川郷には耕作地が少ないため、特に冬場はトチのような木の実や果物が重要な役割を果たしていた。しかし、トチの実の調理には非常に手間がかかる。採取した後、数日かけて水に浸して虫を取り除き、また数日かけて乾燥させて保存する。調理の前には、何日もかけて殻を柔らかくし、殻を剥き、ぬるま湯と灰汁をかけてアクを抜く。最後に、もち米と蒸し、混ぜて搗くと「栃餅」ができる。

